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JCMTで観測した 850µmの偏光データの示す、星形成領域 NGC 1333 中の大質量星間フィラメントの内部の
3次元磁場構造について報告する。フィラメント中の磁場は、ガスの自己重力により、フィラメントの中心軸に向
かって引き込まれた構造を示すと考えられる。我々は、局所的な星形成の影響を受けず、従って原始的な磁場構
造を保っていると考えられる 4ヶ所のフィラメントについて、ダスト熱輻射の全強度（I）と偏光強度（PI）の断
面プロファイルを調べ、2ヶ所で PIのフィラメント幅が Iよりも有意に狭い (幅比 0.7-0.8)ことを見出した。ダ
スト粒子の整列度や輻射能率の変化では、この狭い幅比を自然に説明することは困難である。我々はこの幅比が、
フィラメント内部の引きずり込まれた磁場構造で説明可能であることを示した (2019年秋季年会)。本講演では、
この観測結果を Tomisaka (2014) の磁気静水圧平衡状態にあるフィラメントの数値モデルと定量的に比較するこ
とにより、フィラメントが磁気臨界に近い、若しくは磁気的超臨界状態にあると考えられることを示す。


